
食　　物

I Dp-13

〔(社)日本家政学会

糖尿病白内障における脂溶性抗酸化剤の抑制効果について
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　【目的】糖尿病では、血糖値の上昇に伴いタンパク質の糖化反応が進行し、同時に過酸化反応も促

進されることが知られている。この２つの反応によって血管障害、腎障害、白内障などの合併症を

引き起こすことも推測されている。従って、抗酸化剤の投与により糖尿病合併症を抑制できる可能

性があり、本研究では脂溶性抗酸化剤のトコフェロール及びアスタキサンチンを用いて、糖尿病ラ

ットにおける白内障の抑制効果について検討することにした。

　【方法】Wistar系(雄、10週齢、体重250±lOg)にSTZ (50mg/kg体重)を投与して糖尿病を発

症させ、①コントロール食群②トコフェロール食(飼料に対して10OOppm)群③アスタキサンチン

食(飼料に対して10Oppm)群などに分けて4～7ヶ月間飼育した後､過酸化脂質､糖化HbA,。､SOD

およびＧＳＴの活性、コラーゲンの溶解性、ペントシジンンの生成、白内障の進行、レンズ中のソル

ビトール、グルコース、フルクトースおよび過酸化脂質を測定し検討した。

　【結果および考察】上記の条件で検討した結果、次の事が明らかとなった：田肝臓・腎臓中の過酸

化脂質量(ＰＣＯＯＨ)は抗酸化剤の投与により有意に抑制された(2) SODの活性が改善された(3)糖化

HbA,。の生成およびコラーゲンの溶解性を効果的に改善できなかった(4)コラーゲン中のペントシジ

ン生成にも各群の間で有意差が見られなかった(5)白内障についてはかなり効果的に抑制することが

できた。以上の結果から抗酸化剤は糖化反応のアマドリ転位生成物およびＡＧＥ形成を有効に抑制で

きなかったが、過酸化反応および白内障の形成を有意に抑制できた。また、各群のラットのレンズ

中のソルビトール、グルコース、フルクトースの量はほとんど差がなかったが抗酸化剤を投与する

ことにより過酸化脂質量は有意に抑制できた。したがって、白内障の形成は糖化反応よりも過酸化

反応の方が深い関連性があると推測された。
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的食物中に含まれる発がん物質により染色体分配異常が引き起こされるといわれている。

険では、マウスY染色体を指標とした染色体異常を検出する系の開発を試みた。この時、Ｙ

本上に存在するSts座とSry座をプローブとして用いた。さらに、この系を用いて、食物中

がん促進物質であるTPA(12-)-tetradecanoythorbol 13-aoetate)が雄マウスの肝細胞がんの
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jする方法として以下の２種類を試みた。①マウスのX染色体と
の一部をPCR洲こより増幅した。②ヒトDNAを対照として混

座Sryを増幅した。各PCR産物をポリアクリルアミドゲル電
染色した。さらに、この系を用いて、TPAがマウスの肝細胞
蔑細胞にTPAを0,10,40iiM、48時間の条件で暴露後、細胞を
DNAを抽出し、このDNAをもちいて①、②の方法を行い、

1来のX染色体の多型パン

バンドが分離した。これは

この検出系を利用し、TPA

'2つの遺伝子座をプ

･うると考えられる。
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